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①応募者の情報
　氏名（ふりがな）、　
　年齢、性別、職業、　  
　住所、電話番号
②愛称（ふりがな）
③愛称の理由や意味

問 企画課　
〒 410-2292　伊豆の国市長岡 340-1
☎ 055-948-1413　FAX 055-948-2905
メール kikaku@city.izunokuni.shizuoka.jp

市の魅力を広く発信するため、「LOVOT」を【いずのくに特
命大使】に任命します。大使の活動に先立ち、２体の「LOVOT」
の愛称を募集します。ふるってご応募ください。

「LOVOT」たちの 大募集‼

募集期間／４月１日（金）から 4月 25 日（月）まで
応募条件／ ①応募者が市内在住であること
　　　　　②３文字以上６文字以内の愛称であること
　　　　　③伊豆の国市にゆかりがある愛称であること
応 募方法／応募用紙、A4 版用紙またははがきに右の事項を記
載し、持参、郵送、FAX またはメールで応募（どちらの愛称
を応募したか分かるよう、LOVOT の色（青・緑）を明記して
ください。）
公表時期／広報いずのくに 7月号および市HPで公表します。
その他／愛称が採用された人に感謝状及び副賞を贈呈します。
　　　　※副賞は図書カード 5,000 円

名付け親になってみませんか？

（株）キョウデンプレシジョン、GROOVE X（株）と
包括連携協定を締結しました

伊豆の国市の発展を願い、「L
ら ぼ っ と

OVOT」寄贈
　包括連携協定の取組を進めることを目的として（株）
キョウデンプレシジョンより市に 2体の「LOVOT」を寄
贈いただきました。
　また、GROOVE X（株）より市章にちなんだカラーの洋
服を寄贈いただきました。

　市と（株）キョウデンプレシジョン、GROOVE X（株）は、地
域社会の発展および市民サービスの更なる向上を図ることを
目的に、2月 25 日（金）に包括連携協定を締結しました。
　この協定により、市の魅力発信、子どもの育成など幅広い
分野で連携することができるようになります。山下市長は「２
社との連携及び協力を得ることで、連携事項の実現に向けて
大きく飛躍できる。」と喜びを述べました。

地域社会の発展・市民サービス向上に向けて

市民に「LOVOT」をお披露目
　「LOVOT」を市民の皆さんにより身近に感じていただける
よう、4月 21 日（木）までの毎週木曜日に市役所本庁１階の
ロビーでお披露目会を開催しています。
　多くの人が「LOVOT」との触れ合いを楽しみに来庁してい
ます。

▲寄贈された 2体の LOVOT

2 月 18 日　道の駅「伊豆のへそ」が来場者 300 万人突破

皆さんに支えられ 300 万人達成！

平成 30 年 11 月のリニューアルオープン以降、道

の駅「伊豆のへそ」の来場者が 300 万人を突破。運営

会議メンバーの鈴木好晴駅長、（株）時之栖の庄司政史

社長、（株）大仁まごころ市場の土屋龍太郎社長、IZU 

VILLAGE の佐藤泰弘支配人が山下市長に報告しました。

　佐藤支配人は「元気になる拠点を目標に、道の駅と

してのみならず、伊豆の国市の核となれるような施設

にしていきたい。」と今後の意気込みを語りました。 リニューアル後の来場者 300 万人を市長へ報告

大鵺を退治する頼政公

可愛らしくも迫力ある鵺踊りを披露

　1 年間の無病息災を祈る「鵺ばらい祭」が、湯らっ

くす公園で開催されました。この祭は、平安時代、源

頼政が「鵺」（サルの頭、トラの胴体、ヘビの尻尾を持

つ妖怪）を退治したという故事に基づき、新年の恒例

行事として行われています。可愛らしくも迫力のある

鵺の動きや、源頼政による鵺退治の様子が演じられる

鵺踊りでは、長岡中生徒が 2 カ月間にわたる練習の

成果を堂々と披露していました。

1 月 30 日　第 57回鵺（ぬえ）ばらい祭が開催

　韮山時代劇場で韮山反射炉講座を開催しました。当

日は、令和2年10月1日～令和3年10月29日まで実

施した韮山反射炉保存修理工事の概要について市文化

財課職員が説明した後、品川区立品川歴史館学芸員の

冨川武史氏が「代官江川英龍が見た幕末～品川御台場

と韮山反射炉築造の顛末～」をテーマに講義を実施し

ました。会場には、多くの観客が集まり、冨川氏の話

を熱心に聞き入っていました。

2 月 20 日　韮山反射炉講座を開催

江川英龍の功績を学ぶ

江川英龍について解説する冨川氏

2 月 21 日　大仁梅林に手作りベンチを寄贈
伊豆総合高校生徒がベンチを寄贈

手づくりベンチの寄贈式が大仁梅林で行われました。

このベンチは、伊豆総合高校工業科建築デザイン類

型の3年生6名により、どのようなベンチが良いかな

ど、製作担当の生徒が地元住民に現地でヒヤリングを

行い、約1年の期間をかけて設計・製作されました。

　寄贈式に参加した生徒は「安心して座ってもらえる

よう、細かいところまで丁寧に作成した。」と笑顔で

話していました。 作成したベンチと記念撮影


